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平成 22 年度第 2 回(通算第 13 回) 

冷凍空調規格委員会 議事録 

 

Ⅰ．日時：平成 22 年 9 月 30 日(木) 13:30～16:30  

Ⅱ．場所：高圧ガス保安協会 第 2・3 会議室 

Ⅲ．出席者（順不同、敬称略） 

  委員長：功刀 

  副委員長：小口 

  委員：福田、伊藤、辻、松浦、石川、太田、澤柳、三好、小川、高木、樋爪、

西田 

  KHK：松木、鈴木 
 

Ⅳ．配付資料 

資料 79 前回議事録（案） 
資料 80 冷凍空調装置の施設基準〔ﾌﾙｵﾛｶｰﾎﾞﾝ、二酸化炭素の施設編〕(案) 
資料 81 冷凍空調装置の施設基準〔不活性のﾌﾙｵﾛｶｰﾎﾞﾝ冷凍能力 20 ﾄﾝ未満の

施設編〕(案) 
資料 82 冷凍空調装置の施設基準〔可燃性ガス、微燃性ガスの施設編〕(案) 
資料 83 冷凍空調装置の施設基準の意見に係る対応(案) 
資料 83  別紙 1 及び別紙 2 

資料 84 冷凍空調装置の施設基準アンモニア編 新旧対照表 
資料 85 危害予防規程等の改正に係るパブリックコメントの対応内容 
 

 

Ⅴ．議事概要 

１．報告 
事務局から、委員及び委員代理者出席者数は 14 名であり、規格委員会規

程第１４条第１項に定める定足数を満足する旨の報告があった。 
 
２．議案 
（１）功刀委員長から、各委員に対して、委員倫理心得を遵守するようお願い

した。 
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（２）資料 79 に基づき、前回の議事が確認され、議事録が承認された。 
 

（３）資料 80～82 に基づき、冷凍空調装置の施設基準の改正（案）について事

務局から説明があり、下記の項目を修正し書面投票に移ることが了承され

た。 

【主な修正】 

 ・資料 80～82 のまえがきの「④KHKS 0302-4 アンモニア編」を「④KHKS 

0302-4 アンモニア施設編」とする。 

 ・資料 81(KHKS 0302-2) フルオロカーボン（不活性のものに限る。）冷凍

能力 20 トン未満の施設編 の 11 頁表２に R417A を追加する。 

 ・資料 80～82 の用語の意味 2.4 冷媒ガスの加害性の中で、「この区分は、

国際規格 ISO /DIS 5149-1 による。」を「この区分は、国際規格 ISO /DIS 817

を参考にした。」に修正する。 

なお、冷媒ガスの加害性についての項で、B2L を除いている旨の記述を行

うこととした。 

（４）冷凍空調装置の施設基準アンモニア施設編 新旧対照表について、資料

84 に基づき事務局から説明があり、各委員から 10 月 15 日までに意見を提

出していただくこととした。 
 

（５）その他 

    次回は、平成 23 年 2 月 24 日（木） 13:30～16:30 とする。 
 

以上 


